
 

令 和 ７ 年 度 
 

東 京 都 に お け る 小 中 学 校 施 設 の 現 状 
 

（令和７年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここに施設紹介の学校写真を入れ込む 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東 京 都 教 育 庁 地 域 教 育 支 援 部 
 



 

 



令和７年度 施設紹介 

 

 

武蔵野市立第五中学校改築事業について 

 

 

【計画の背景】 

本市では、公共施設再編の基本的な考え方として、既存施設を原則60年は使用することと

し、学校施設もこれに倣ってきたが、最も古い学校は築後60年をむかえ、今後連続して築後

60年が到来するため、計画的に更新を行う必要があった。 

そのため、新たな教育課題、適正規模、公共施設として学校に求められる機能等を検討し、

さらに、その方針に基づき学校施設の更新を着実かつ計画的に実施できるよう、検討を重ね、

『武蔵野市学校施設整備基本計画』を令和２年３月に策定し、今後20年間余を見据えた目指

すべき学校施設の基本的な方向性と、具体的な施設の整備方針および標準的な仕様を定めた。 

建築年数を基本に、劣化状況等を総合的に考慮した結果、令和２年度より武蔵野市立第五

中学校 （以下、「第五中」という。）の改築に着手し、学校関係者、保護者、学区域内在住者、

地域団体代表者で構成する「武蔵野市立第五中学校改築懇談会」で意見を伺い、改築の基本

計画・基本設計を進め、令和７年１月に工事が完了し、３月から授業を開始した。 

 

【基本方針】 

・生徒の自主・自律の心と身体を育み、挑戦する姿勢に応える学校 

・豊かな緑に守られ、地域とともに生徒を育てる学校 

・知・徳・体をバランス良く育み、将来にわたり探究的かつ協働的な学びの充実に資するこ

とができる施設 

 

【本校の特色】 

 第五中は、市の中央部からやや西側に位置し、周囲には低層住宅地・中高層住宅地があり、

敷地の南側は都道に面している。既存の校舎には、中庭をはじめ豊かな緑があり、敷地の周

辺にも農地やグリーンパーク遊歩道があるなど、緑のネットワークが形成されている。 

 生徒数は少ないが、一人ひとりの理解を深めている。自主・自律の精神により地域清掃に

参加するほか、積極的なICT機器の活用を行ってきた。また、運動場面積は市内中学校で１番

目の広さである。 
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【機能概要】 

・建 物 名 称：武蔵野市立第五中学校 

・所 在 地：東京都武蔵野市関前２丁目10番20号 

・面   積：敷地面積   20,153.28㎡ 

       建物面積    5,238.34㎡ 

       延床面積    9,267.33㎡ 

       ※今後着工するプール棟等を含めた面積。 

・構造・規模：校舎棟・体育館棟：鉄筋コンクリート造一部鉄骨造 地上３階 

 

・学 校 施 設：各学年４クラスの12教室 

○校 舎 棟 

普通教室（普通教室、習熟度別学習室、多目的室） 

特別教室（理科室、音楽室、美術室、技術室、家庭科室） 

ラーニングコモンズ（学校図書館、多目的室） 

管理諸室（事務室、校長室、応接室、主事室、職員室、印刷室、大会議室、職

員更衣室、倉庫、保健室、教育相談室） 

特別活動・生活諸室（生徒会室、進路指導室、放送室、生徒用更衣室、配膳

室） 

共用諸室（トイレ、倉庫、教材室等） 

特別支援諸室（特別支援プレイルーム、特別支援指導教室、特別支援学級 （知

的障害）） 

ＰＴＡ・地域（地域連携室、多目的室（開放用）、開放管理室） 

○体育館棟 

屋内運動場、体育準備室、器具庫、更衣室、防災・備蓄倉庫 

 

・工   期：令和５年３月～令和７年１月 

       ※旧体育館棟、プール棟の改築は第二期工事になります。 

・設計・監理：株式会社佐藤総合計画 

・工事施工者：関東建設工業株式会社八王子営業所（建築） 

日本コムシス株式会社（電気設備） 

（サンワコムシスエンジニアリング株式会社より名称変更） 

ヤマト・アネス建設共同企業体（機械設備） 
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【施設整備計画】 

１ 建物配置 

・敷地北西側に校舎及び体育館棟を集

約し、南側に明るく広い校庭を確保

した。 

・新校舎建設後、第五小学校の仮設校

舎利用を行うことから、改築期間中

でも最大限校庭を確保した。 

・既存の雨水浸透貯留槽を活かした改

築計画とした。 

・校庭は現在と同等の広さを確保し、

トラック150ｍを確保した。 

・校舎棟はできるだけ十分な日照、採

光、通風が確保できる教育環境とし

て整備した。 

 

２ 校舎内の空間構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜第一期工事竣工図＞ 
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３ 第五中の特徴を生かした配置・ゾーニングの考え方 

街に豊かな森をつくる － 緑の環境を継承・発展する、森に包まれた学校 

＜３つのコンセプト＞ 

① みんなが集える「Mori コモンズ」（緑の丘） 

校舎とプールの間に盛土による緑の丘をつくり、森の中の野外劇場として演劇なども行 

え、生徒の憩いの場となる「Moriコモンズ」を創出。盛土は北側住宅への緩衝帯として 

も機能 

② みんなの登下校空間「記憶の森」 

北側正門からのアプローチに既存樹木を

可能な限り移植し、現在の第五中の緑の

記憶を将来へと継承する「記憶の森」と

して整備 

③ 学校全体をつなぐ「森の回廊」 

グラウンドを囲うようにプールからテ

ニスコートまで回廊を設け、広いなが

らも校舎と校庭で一体感のある学校空

間を実現 

 

＜最終的な配置図＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※令和９年度まで、校庭に設置された仮設校舎及び旧体育館を第

五小学校が使用するため、Mori コモンズ、プール棟、テニスコ

ート等は令和 10 年度以降の第二期工事で整備する予定。 
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【写真・１階】 

 校舎中央に大階段「五中ステップ」

を設置。ここから各階の普通教室 ・特

別教室と繋がるほか、階段を使った学

習の成果を発表する場等で活用でき

るとした。 

校長室・職員室等の管理諸室、特別

支援教室、学校開放用各諸室、体育館

等をゾーニングし、教育活動等を効果

的に実施できるように配置した。また、

家庭科室は災害対策用に１階に配置

した。 

外観（正面）                    昇降口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

五中ステップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 
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職員室                     家庭科室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開放用多目的室                 特別支援教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

体育館 
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【２階】 

 五中ステップ、ラーニ

ングコモンズ、学年コモ

ンズを中央部に配置し、

自発的かつ多様な学習が

できる空間を演出してい

る。 

 

ラーニングコモンズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多目的室                    普通教室 

 

 

 

 

 

 

 

 

技術室                     美術室 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 
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【３階】 

 五中ステップの周りに 「自

習カウンター」、階段奥には

「自習ラウンジ」を設置。カ

ウンターからは２階の様子

やラウンジからは校庭が見

える。 

 

 

学年コモンズ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自習カウンター                 自習ラウンジ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 自習カウンター 

自習ラウンジ 
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